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江
府
町
の
農
産
物
を
見
直
そ
う
！

江
府
町
の
農
産
物
を
見
直
そ
う
！�
江
府
町
の
農
産
物
を
見
直
そ
う
！

江
府
町
の
農
産
物
を
見
直
そ
う
！�

江
府
町
の
農
産
物
を
見
直
そ
う
！�

コ
ン
テ
ス
ト
や
収
穫
祭
な
ど
が
開
催�

3 平成23年12月号�

　
秋
の
台
風
十
二
号
に
よ
り
農
業
用
施
設

な
ど
に
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
天
候
は

概
ね
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
米
な
ど

の
収
量
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
う
し
た
な
か
、
コ
ン
テ
ス
ト
や
祭
な

ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

�

第
十
三
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定�

　
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
の
ご
報
告�

　
十
一
月
二
十
二
、
二
十
三
日
の
二
日
間
、

群
馬
県
川
場
（
か
わ
ば
）
村
で
第
十
三
回
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
　
国
際
大
会
（
主

催
　
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
ほ
か
）
が
開

催
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
、
十
一
月
九
日
に

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
日
野
支
所
で
開
催
さ
れ
た
「
第

九
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
出

品
者
の
中
か
ら
分
析
結
果
に
基
づ
き
一
般

の
部
に
七
点
、
小
学
校
部
門
に
一
点
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
大
会
二
日
目
に
は
全
国
で
十
二

に
増
え
た
環
境
王
国
認
定
自
治
体
の
首
長

に
よ
る
「
環
境
王
国
認
定
市
町
村
連
絡
協

議
会
総
会
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら

も
竹
内
町
長
が
出
席
し
ま
し
た
の
で
、
内

容
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。�

�

○
群
馬
県
川
場
村�

　
会
場
と
な
っ
た
群
馬
県
川
場
村
は
面
積

八
五
・
二
九
　
、
人
口
三
千
八
百
九
十
八

人
の
小
さ
な
村
で
す
が
、
四
本
の
一
級
河

川
と
川
場
温
泉
な
ど
六
つ
の
温
泉
が
あ
り
、

豊
富
な
清
流
と
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
魅

力
の
村
で
す
。
特
産
品
は
「
雪
ほ
た
か
」

の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
さ
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
ほ
か
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
酪
農
、
リ
ン
ゴ
・

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
果
樹
で
す
。�

　
昭
和
五
十
年
代
か
ら
「
農
業
プ
ラ
ス
観
光
」

を
行
政
の
柱
と
し
、
東
京
都
世
田
谷
区
と

の
相
互
協
力
協
定
締
結
な
ど
、
都
市
と
農

村
の
交
流
事
業
に
力
を
入
れ
、
年
間
九
十

万
人
以
上
の
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
る

ほ
か
、
平
成
十
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の

駅
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
は
関
東
地
区
の

道
の
駅
で
五
年
連
続
一
位
に
選
ば
れ
る
ほ

ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。�

�

○
環
境
王
国
認
定
市
町
村
連
絡
協
議
会
総

会
に
つ
い
て�

　
環
境
王
国
認
定
自
治
体
に
よ
る
総
会
で
、

今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
話
合
い
が
も

た
れ
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
の
災

害
か
ら
の
復
興
、
並
び
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
問
題
な
ど
、

日
本
の
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
中
で
も
、
認
定
自
治
体
が
連
携
し

て
取
組
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。�

　
な
お
二
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
竹
内
町
長
が
副
会
長
に

選
任
（
留
任
）
さ
れ
ま
し
た
。�

　
会
　
長
　
群
馬
県
川
場
村�

　
　
　
　
　
　
村
長
　
関
　
　
　
　
　
清�

　
副
会
長
　
鳥
取
県
江
府
町�

　
　
　
　
　
　
町
長
　
竹
　
内
　
敏
　
朗�

　
副
会
長
　
山
形
県
真
室
川
町�

　
　
　
　
　
　
町
長
　
井
　
上
　
　
　
薫�

�

○
環
境
王
国
サ
ミ
ッ
ト
in
川
場
に
つ
い
て�

　
「
環
境
王
国
の
活
動
成
果
と
今
後
の
展

開
」
と
題
し
て
認
定
十
二
自
治
体
の
首
長

を
パ
ネ
ラ
ー
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
環
境
王
国
認
定
自
治
体
の
紹
介

と
合
わ
せ
て
今
後
の
取
組
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
竹
内
町
長

は
豊
か
な
自
然
環
境
と
「
水
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
企
業
誘
致
の

成
功
例
、
特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
取

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。�

�

○
第
十
三
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク

　
ー
ル
国
際
大
会
に
つ
い
て�

「
環
境
王
国
部
門
」
で
森
田
真
一
さ

ん
（
貝
田
）
が
特
別
優
秀
賞
受
賞
！�

������������

「
小
学
校
部
門
」
で
江
府
小
学
校
五

年
生
が
二
年
連
続
特
別
優
秀
賞
受
賞
！�

　
米
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
最
大
規
模
の
今

大
会
に
は
三
千
百
九
点
の
出
品
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
審
査
方
法
は
、
機
械
に
よ
る
食
味
等
の

測
定
で
総
合
部
門
と
そ
れ
に
続
く
各
部
門

の
最
終
審
査
ノ
ミ
ネ
ー
ト
者
が
決
ま
り
、

最
終
審
査
は
食
味
鑑
定
士
の
食
べ
比
べ
に

よ
る
投
票
で
、
金
賞
と
そ
れ
に
続
く
特
別

優
秀
賞
が
決
定
し
ま
す
。�

　
本
町
か
ら
出
品
さ
れ
た
お
米
の
う
ち
、

森
田
真
一
さ
ん
（
貝
田
）
の
特
別
栽
培
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
「
環
境
王
国
部
門
」
で
特

別
優
秀
賞
に
輝
い
た
ほ
か
、
小
学
校
部
門

で
は
江
府
小
学
校
五
年
生
が
昨
年
に
引
き

続
き
２
年
連
続
で
特
別
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
（
小
学
校
部
門
に
つ
い
て
は
機
械

に
よ
る
測
定
の
み
で
賞
を
決
定
）
。�

�

○
森
田
真
一
さ
ん
に
賞
状
伝
達�

　
十
一
月
二
十
八
日
、
真
一
さ
ん
の
お
父

さ
ん
の
明
雄
さ
ん
を
町
長
室
に
お
招
き
し
、

環
境
王
国
部
門
特
別
優
秀
賞
の
伝
達
式
を

行
い
、
竹
内
町
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。�

　
最
終
審
査
へ
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
は
全
体
で

百
四
十
点
し
か
な
い
厳
し
い
も
の
で
す
が
、

同
部
門
に
江
府
町
か
ら
三
年
連
続
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。�

　
森
田
さ
ん
の
お
米
は
、
た
ん
ぱ
く
質
の

含
有
量
が
少
な
く
旨
味
、
甘
み
が
強
い
こ

と
な
ど
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。�

　
森
田
さ
ん
は
「
除
草
作
業
が
大
変
だ
っ

た
が
、
こ
の
受
賞
が
良
食
味
米
産
地
の
Ｐ

Ｒ
に
役
立
っ
て
、
少
し
で
も
江
府
町
や
地

域
農
業
に
役
立
て
ば
」
と
喜
び
を
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。�

�

○
江
府
小
学
校
五
年
生
に
賞
状
伝
達�

　
十
一
月
二
十
八
日
、
江
府
小
学
校
体
育

館
で
小
学
校
部
門
特
別
優
秀
賞
の
伝
達
式

を
行
い
、
竹
内
町
長
か
ら
五
年
生
に
賞
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
江
府
小
学
校
五
年
生
は
昨
年
か
ら
特
別

栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
体
験
を
行
っ

て
お
り
、
空
場
　
語
さ
ん
（
小
江
尾
）
を

は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
に
よ
り

田
植
や
稲
刈
り
の
農
作
業
体
験
や
稲
の
生

育
観
察
な
ど
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

五
年
生
を
代
表
し
て
森
田
蒼
未
（
あ
み
）
さ

ん
が「
収
穫
し
た
お
米
は
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
し
て
食
べ
ま
す
。
お

世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
を
思
い
出
し
、

感
謝
し
な
が
ら
味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
、お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
来
年
の
第
十
四
回
大
会
は
長
野
県
木
島

平
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。�
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第
９
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
開
催�
第
９
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
開
催�

　
十
一
月
九
日
（
水
）
、
Ｊ
Ａ
鳥

取
西
部
日
野
支
所
で
日
野
郡
産
の

お
い
し
い
お
米
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と

し
た
“食
の
み
や
こ
鳥
取
県
„第
九

回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
、
二
百
六
十
七
点
の
出

品
が
あ
り
ま
し
た
。�

�

○
審
査
方
法�

　
ま
ず
整
粒
歩
合
の
選
別
が
行
わ

れ
、
八
十
％
以
上
の
米
を
食
味
計

で
計
測
し
、
数
値
の
高
い
四
点
が

事
前
に
選
定
さ
れ
ま
す
。�

������

　
次
に
、
同
じ
条
件
で
炊
飯
さ
れ

た
米
の
食
べ
比
べ
が
行
わ
れ
、
一

番
“お
い
し
い
„と
思
う
米
に
投
票

さ
れ
、
総
合
得
点
の
一
番
高
い
米

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
す
。�

　
十
一
月
二
日
（
水
）
に
Ｊ
Ａ
鳥

取
西
部
農
産
物
直
売
所
「
ふ
れ
あ

い
村
ア
ス
パ
ル
」
（
日
吉
津
村
）
、

九
日
（
水
）
に
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
日

野
支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

○
優
秀
賞
に
川
上
宏
さ
ん�

奨
励
賞
に
阿
部
朝
親
さ
ん
と
久
木

育
雄
さ
ん
受
賞
！�

���������

　
今
年
の
最
優
秀
賞
は
、
日
野
町

の
松
本
洋
一
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、

本
町
か
ら
は
川
上
宏
さ
ん(
美
用)

が
優
秀
賞
、
阿
部
朝
親
さ
ん
（
荒

田
）、久
木
育
雄
さ
ん
（
下
安
井
）

が
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
川
上
宏
さ
ん
は
今
年
の

コ
ン
テ
ス
ト
の
食
味
値
最
高
値
を

記
録
し
特
別
賞
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
年
の
出
品
米
に
つ
い
て
は
、

日
野
郡
で
目
標
と
し
て
い
る
食
味

値
八
十
以
上
の
も
の
が
全
体
の
九

十
五
％
、
極
良
食
味
と
さ
れ
る
食

味
値
八
十
五
を
超
え
た
も
の
が
四

十
八
％
、
整
粒
歩
合
八
十
％
以
上

の
も
の
が
七
十
九
％
あ
り
、
昨
年

よ
り
良
い
品
質
と
な
り
ま
し
た
。�

第
八
回
日
野
郡�

　
　
　
新
そ
ば
ま
つ
り
開
催�

お
い
し
い
お
そ
ば
を
食
べ
比
べ�

　
十
一
月
六
日

（
日
）、佐
川
の
特

産
物
直
売
所
み
ち

く
さ
で
は
、
『
秋

の
味
覚
セ
ー
ル
』

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
駐
車
場
に
は
、

近
畿
・
中
国
地
区

の
県
外
車
が
停
ま

り
、
店
頭
に
並
ん

だ
大
き
な
白
菜
や

大
根
な
ど
を
ま
と

め
買
い
す
る
方
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
神
戸
市
か
ら
大
山
の
紅
葉
見

物
に
訪
れ
た
神
戸
市
の
女
性
は
、
「
野
菜
が
大
き
く

て
新
鮮
。
し
か
も
安
い
。
生
産
者
の
顔
を
浮
か
ん
で

き
そ
う
で
、
つ
い
た
く
さ
ん
買
い
込
み
ま
し
た
。
親

戚
や
近
所
に
裾
分
け
し
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。�

　
『
秋
の
味
覚
セ
ー
ル
』
は
、
終
日
多
く
の
買
い
物

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
特
産
物
直
売
所
を
運
営
す
る
「
み
ち
く
さ
推
進
会

議
」
の
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
安
全
・
安
心
な
野
菜
の

生
産
に
、
日
々
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

特
産
物
直
売
所�

　
　
　
『
秋
の
味
覚
セ
ー
ル
』�

　
十
一
月
十
三
日（
日
）、
日
野
総
合
事
務
所
駐
車
場

で
第
八
回
日
野
郡
新
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。�

　
今
年
は
日
野
郡
内
の
そ
ば
屋
が
七
店
、
そ
ば
粉
料

理
店
が
二
店
、
福
祉
団
体
が
一
店
、
女
性
グ
ル
ー
プ

が
一
店
出
店
さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
町
か
ら
は
米
子
屋
旅
館
・
お
か
も
と
旅
館
・
小

福
屋
・
ヤ
コ
ブ
の
杖
が
出
店
さ
れ
、
各
店
舗
が
素
材

や
調
理
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を

出
し
て
お
り
、
昼
ど
き
に
は
長
い
行
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
各
店
の
食
べ
比
べ
を
し
て
い
る
、
そ
ば
好

き
の
来
場
者
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
そ
ば
粉
パ
ン
の

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
の
早
食
い
競
争
、
中
学
生
の
バ
ン
ド

演
奏
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
等
が
行
わ
れ
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。�
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【問い合わせ】町民生活課（電話75－3223）�

【問い合わせ】福祉保健課（電話75－6111）�

インフルエンザに感染しないためにインフルエンザに感染しないために�インフルエンザに感染しないために�

ごみスプレー缶・カセットボンベの�
出し方について！�

日ごろから感染予防を心がけた行動をしましょう。�

基本的に大切なこと�

■普段から、栄養と睡眠を十分にとり、体の抵抗力を高める。�

　・１日３食を規則正しく食べ、栄養バランスのとれた献立にしましょう。�

　・適度な運動と十分な休養を心がけ、体力を維持しつつ、疲れを残さないように

　　しましょう。�

�

ウイルスの「感染を防ぐ」ために大切なこと�

■せきやくしゃみから飛び散ったウイルスを吸い込む「ひまつ感染」とウイルスが

　鼻や口を通って体内に入る「接触感染」を防ぐ。�

　・人ごみに出るときはマスクをつけましょう。�

　・帰宅時には、うがいをしましょう。�

　・帰宅時、食事の前など、こまめに手を洗い流しましょう。�

　本年９月、西部広域行政管理組合施設リサイクルプラザ（伯

耆町口別所）の不燃ごみ処理ラインにおいて、スプレー缶・カ

セットボンベ等に残っていた可燃性ガスの原因による爆発事故

が発生しました。�

　人的被害はありませんでしたが、設備・機器の損傷等の被害

が生じました。�

（不燃ごみ前処理破砕機室　屋上屋根が破損）�

手洗いのポイント～洗い残しに注意！～�
①手の甲� ②指先、爪の間� ③指の間� ④親指� ⑤手首�

スプレー缶・カセットボンベをゴミに出すときは中身を�
使い切り、屋外など風通しの良い場所で穴をあけ不燃ご�
みに出してください。�
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題�話�の�町� 題�話�の�町�

い
ざ
な�

「
鳥
取
県
栄
養
関
係
功
労
者
表
彰
」
受
賞�

　
　
江
府
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会�

東
日
本
大
震
災
自
衛
隊
災
害
派
遣
講
演
会�

　
　
日
頃
の
備
え
と
助
け
合
い�

　
十
一
月
十
一
日
、
江
府
町
自
衛
隊
父
兄
会
（
下
村

崇
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
東
日
本
大
震
災
自
衛
隊
災

害
派
遣
講
演
会
」
が
、
町
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
震
災
発
生
か
ら
八
ヶ
月
目
と
な
る
こ
の
日
、
陸
上

自
衛
隊
米
子
駐
屯
地
所
属
の
門
脇
祐
司
三
佐
と
南
海

真
吾
三
曹
を
講
師
に
招
き
、
生
存
者
の
捜
索
や
復
旧

作
業
に
携
わ
っ
た
経
験
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
話
の
中
で
、
「
災
害
へ
の
準
備
と
地
域
で
の
つ
な

が
り
と
助
け
合
い
が
必
要
」
と
の
説
明
に
、
約
五
十

人
の
参
加
者
は
、
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。�

「
ご
う
ぎ
ん
希
望
の
森
・
奥
大
山
」�

　
　
　
　
秋
の
森
林
保
全
活
動�

　
江
府
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
谷
口
歌
子
会

長
）
が
、
長
年
行
っ
て
き
た
食
生
活
改
善
に
よ
る
健

康
づ
く
り
活
動
が
評
価
さ
れ
、
「
鳥
取
県
栄
養
関
係

功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
十
一
月
十
日
に
鳥
取
県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に

は
、
町
協
議
会
会
長
の
谷
口
歌
子
さ
ん
ら
三
名
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
谷
口
会
長
は
江
府
町
長
を
訪
問
し
受
賞
の

報
告
を
行
い
、
「
歴
代
の
会
長
が
続
け
て
き
た
減
塩

普
及
活
動
や
、
良
い
食
生
活
の
推
進
活
動
な
ど
、
食

生
活
改
善
の
た
め
に
私
達
も
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

私
達
の
活
動
が
、
こ
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
て
大
変
う

れ
し
い
。
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。�

　
十
一
月
十
二
日
、

俣
野
・
助
澤
地
内
の

「
ご
う
ぎ
ん
希
望
の

森
・
奥
大
山
」
で
、

山
陰
合
同
銀
行
の
職

員
や
そ
の
家
族
の
、

約
百
名
に
よ
る
森
林

保
全
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。�

　
毎
年
、
夏
と
秋
の

二
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
の

秋
は
、
森
林
内
の
広
葉
樹
の
除
伐
作
業
、
散
策
道
へ

の
標
柱
の
設
置
、
し
い
た
け
の
植
菌
な
ど
、
鳥
取
日

野
森
林
組
合
の
み
な
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。�

　
約
一
時
間
半

の
作
業
の
あ
と
、

「
み
ち
く
さ
推

進
会
議
」
の
み

な
さ
ん
に
よ
る

お
い
し
い
お
に

ぎ
り
と
キ
ノ
コ

汁
が
振
舞
わ
れ
、

み
な
さ
ん
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま

し
た
。�
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題�話�の�町� 題�話�の�町�

奥
大
山
ぶ
な
の
森
ク
ラ
ブ
主
催�

く
ん
せ
い
づ
く
り
体
験
教
室
開
催
！�

高
知
県
土
佐
町
民
生
児
童
委
員�

　
　
　
　
視
察
研
修
で
来
庁�

　
十
一
月
十
七
日
、
高
知
県
土
佐
町
の
民
生
児
童
委

員
が
来
庁
さ
れ
、
本
町
の
民
生
児
童
委
員
（
清
水
忠

良
会
長
）
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
多
様
化
す
る
福
祉
情
勢
の
中
で
、
「
中
山
間
地
域

に
お
け
る
生
活
福
祉
課
題
と
支
援
活
動
」
を
テ
ー
マ

に
、
両
町
の
概
要
説
明
と
活
動
状
況
な
ど
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
両
町
と
も
地
理
的
状
況
や
高
齢
化
率
が
約
四
十
％
、

抱
え
て
い
る
問
題
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
予

定
時
間
を
越
え
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
最
後
に
、
身
近
な
地
域
で
「
助
け
合
い
・
支
え
あ

い
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。�

来
年
も
お
い
し
い
野
菜
を
販
売
し
ま
す
！�

「
み
ち
く
さ
推
進
会
議
野
菜
研
修
会
」�

　
十
一
月
二
十
五
日
（
金
）
に
江
府
町
防
災
・
情
報

セ
ン
タ
ー
で
特
産
物
直
売
所
を
運
営
す
る
み
ち
く
さ

推
進
会
議
の
野
菜
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
二
十

八
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
研
修
会
に
は
タ
キ
イ
種
苗
の
方
を
講
師
と

し
て
む
か
え
、
来
年
作
に
向
け
た
お
す
す
め
品
種
の

紹
介
や
栽
培
ポ
イ
ン
ト
、
緑
肥
を
使
っ
た
土
壌
改
良

や
土
壌
病
害
の
軽
減
に
つ
い
て
の
講
義
を
真
剣
に
受

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義
終
了
後
に
は
講
義
へ

の
質
問
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
栽
培
で
の
疑
問

や
改
善
し
た
い
点
な
ど
を
熱
心
に
き
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。�

　
今
回
の
研
修
で
会
員
の
来
年
作
へ
向
け
た
意
欲
を

益
々
向
上
さ
せ
ま
し
た
。�

　
十
一
月
二
十
日
、
旧
米
沢
小

学
校
で
奥
大
山
ぶ
な
の
森
ク
ラ

ブ
主
催
の
燻
製
作
り
体
験
教
室

が
開
催
さ
れ
、
五
組
十
八
名
の

家
族
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。�

　
当
日
は
、
建
設
業
の
傍
ら
自

然
派
探
偵
団
と
し
て
、
燻
製
作

り
や
自
然
薯
栽
培
と
い
っ
た
自
然
を
楽
し
む
活
動
を

さ
れ
て
い
る
、
株
式
会
社
コ
ー
セ
ン
の
川
端
登
志
一

さ
ん
に
講
師
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
ま
ず
始
め
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に
含
ま
れ
る
塩

分
量
や
そ
の
と
り
す
ぎ
に
よ
る
体
へ
の
影
響
を
学
び
、

そ
の
後
燻
製
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、

最
初
は
少
し
戸
惑
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
み
ご
と

な
燻
製
や
絶
妙
な
炊
き
加
減
の
竹

炊
飯
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
自
然
に
親
し
む
機

会
が
近
年
減
少
し
つ
つ
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
江
府
町
で
す
の

で
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
自
然
と

ふ
れ
あ
う
機
会
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�
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�

命
へ
の
思
い�

　
　
　
　
二
年
　
　
下
垣
　
舞
林�

　
「
私
は
、
施
設
に
お
世
話
に
な

っ
て
ま
で
、
長
く
生
き
て
い
た
く

な
い
。
」�

　
私
は
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、

改
め
て
「
生
き
る
こ
と
」
、
「
命
」

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
言
葉
は
、
私
が
職
場
体
験

で
行
っ
た
老
人
介
護
施
設
「
あ
や
め
」

に
お
ら
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
言
わ

れ
た
言
葉
で
す
。
私
は
そ
れ
ま
で
、

長
生
き
で
き
る
こ
と
は
、
幸
せ
な

こ
と
だ
と
ず
っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
長
く
生
き
て
い
て
元
気

な
お
年
寄
り
を
見
た
り
、
早
く
亡

く
な
っ
て
悲
し
む
人
が
い
る
の
を

見
た
り
し
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
な
が
み
ん

な｢

長
生
き
＝
幸
せ｣

で
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
始
め
ま
し
た
。�

　
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
言
っ
た
よ

う
に
、
体
に
不
自
由
の
で
て
き
た

人
や
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
人
は
、

「
も
う
嫌
だ
。
」
と
思
う
人
も
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
年
を
と
り
、

自
分
が
誰
か
も
わ
か
ら
な
い
よ
う

に
な
る
と
き
っ
と
誰
で
も
嫌
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
自

分
の
未
来
に
希
望
を
無
く
し
、
自

ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
人
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
し
か
し
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
無

く
し
て
い
い
ほ
ど
命
は
無
駄
な
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。�

　
私
た
ち
二
年
生
は
、
九
月
に
助

産
師
さ
ん
か
ら
話
を
聞
く
「
性
教

育
講
演
会
」
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
会
で
は�

「
命
は
だ
れ
の
物
か
。
」�

と
聞
か
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
「
自

分
の
物
」
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
「
自

分
だ
け
の
物
」
か
と
聞
か
れ
た
ら

私
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
自
分
が

生
ま
れ
た
の
は
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
の
お
か
げ
だ
し
、
今
ま
で
生

き
て
こ
ら
れ
た
の
は
育
て
て
く
れ

た
家
族
の
お
か
げ
で
す
。
た
く
さ

ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、
関
わ
っ
て

き
た
か
ら
今
の
私
達
が
い
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

命
と
は
自
分
だ
け
の
物
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。�

　
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
生
き

て
き
た
か
ら
今
の
命
が
あ
る
こ
と
に
、

私
は
感
謝
し
た
い
で
す
。�

　
長
く
生
き
る
人
、
短
い
生
涯
の
人
、

人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
人
生
を
持
っ
て

い
ま
す
。
長
い
人
生
だ
け
ど
幸
せ

で
な
い
人
、
短
い
人
生
だ
け
ど
幸

せ
な
人
、
い
ろ
ん
な
考
え
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
今
回
私
が
話
を
聞

い
た
お
ば
あ
さ
ん
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
で
、
「
も

う
な
に
も
か
も
嫌
だ
。
」
と
言
っ

て
残
り
の
人
生
を
無
駄
に
す
る
の
か
、

少
し
ず
つ
で
も
小
さ
な
希
望
を
見

つ
け
、
生
き
て
い
く
の
か
は
、
そ

の
人
次
第
で
す
。�

　
私
は
、
ど
ん
な
に
短
い
人
生
で

も
長
い
人
生
で
も
精
一
杯
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

私
の
命
に
関
わ
っ
て
き
て
下
さ
っ

た
方
々
へ
の
恩
返
し
に
も
な
る
と

思
い
ま
す
。�

　
最
後
に
、
命
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
て
く
だ
さ
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

ば
あ
さ
ん
が
私
と
話
を
し
て
少
し

で
も
楽
し
い
と
思
っ
て
く
だ
さ
っ

た
な
ら
、
私
も
う
れ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
今
ま
で
関
わ
っ
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
家
族
や
、
大
切
な
命

に
こ
れ
か
ら
も
感
謝
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�

【
江
府
小
学
校
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★
は
最
優
秀
賞
　
☆
は
優
秀
賞�

《
一
年
生
》�

　
★
さ
べ
つ
な
し
　
え
が
お
ひ
ろ
が
る
　
こ
う
ふ
ち
ょ
う
　
　
　
（
水
下
　
桃
香
）�

　
☆
と
も
だ
ち
に
　
や
さ
し
く
し
た
ら
　
い
い
き
も
ち
　
　
（
に
し
お
か
　
ゆ
き
）�

　
☆
き
ら
き
ら
と
　
か
が
や
く
と
も
だ
ち
　
た
か
ら
も
の
　
（
か
と
う
　
の
ぞ
み)�

　
☆
い
じ
め
な
い
　
や
さ
し
い
こ
こ
ろ
が
　
だ
い
じ
だ
よ
　
（
う
だ
川
　
ふ
う
か
）�

《
二
年
生
》�

　
☆
あ
た
た
か
い
　
み
ん
な
の
え
が
お
　
つ
く
ろ
う
よ
　
　
　
（
か
わ
上
　
知
奈)�

　
☆
学
校
は
　
友
だ
ち
い
っ
ぱ
い
　
う
れ
し
い
な
　
　
　
　
（
ふ
じ
原
　
け
い
た
）�

　
☆
と
も
だ
ち
が
　
な
い
て
る
と
き
に
　
さ
さ
え
る
こ
　
　
　
　
（
中
尾
　
海
斗
）�

　
☆
あ
た
た
か
い
　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
　
う
れ
し
い
な
　
　
　
（
う
め
田
　
り
さ
）�

《
三
年
生
》�

　
☆
思
い
や
り
　
心
と
心
　
つ
な
ぎ
あ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
岡
　
り
お
）�

　
☆
じ
ん
け
ん
は
　
み
ん
な
を
つ
な
ぐ
　
あ
い
こ
と
ば
　
　
　
（
太
田
　
梨
々
華)�

　
☆
ご
め
ん
な
さ
い
　
ま
ほ
う
の
こ
と
ば
で
　
な
か
な
お
り
　
　
（
白
川
　
海
斗)�

　
☆
こ
え
か
け
て
　
い
じ
め
ら
れ
っ
こ
　
ゼ
ロ
活
動
　
　
　
　
　
（
水
下
　
汐
里
）�

《
四
年
生
》�

　
☆
あ
り
が
と
う
　
気
持
ち
を
こ
め
て
　
も
う
い
ち
ど
　
　
　
　
（
徳
岡
　
　
健
）�

　
☆
自
分
が
さ
れ
て
い
や
な
こ
と
　
し
な
い
　
言
わ
な
い
　
や
ら
せ
な
い
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
田
　
翔
也
）�

　
☆
め
ざ
そ
う
よ
　
み
ん
な
で
作
る
　
心
の
輪
　
　
　
　
　
　
　
（
小
谷
　
新
太
）�

　
☆
助
け
合
い
　
み
ん
な
が
笑
顔
の
　
江
府
町
　
　
　
　
　
　
（
木
谷
　
あ
き
ら
）�

《
五
年
生
》�

　
☆「
あ
り
が
と
う
」　
言
葉
で
君
に
　
伝
え
た
い
　
　
　
　
　
　
（
安
部
　
冴
太
）�

　
☆
そ
の
勇
気
　
一
言
お
く
っ
て
　
仲
直
り
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
林
　
優
衣
）�

　
☆
思
い
や
る
　
そ
の
一
言
の
　
持
つ
重
み
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
下
　
伊
織
）�

　
☆
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　
う
れ
し
い
こ
と
ば
　
た
か
ら
も
の
　
　
　
（
三
輪
　
遊
大
）�

《
六
年
生
》�

　
☆
目
指
そ
う
よ
　
差
別
の
な
い
町
　
江
府
町
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
井
　
七
海
）�

　
☆
考
え
よ
う
　
自
分
の
行
動
　
相
手
の
気
持
ち
　
　
　
　
　
　
（
森
田
　
瑞
樹
）�

　
☆
人
権
の
　
花
を
み
ん
な
で
　
さ
か
そ
う
よ
　
　
　
　
　
　
（
宇
田
川
　
翔
平
）�

　
☆
守
ろ
う
よ
　
一
人
一
人
の
　
人
権
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
岡
　
優
希
）�

【
江
府
中
学
校
】�

　
★
命
へ
の
思
い
（
二
年
　
下
垣
　
舞
林
）�

　
☆
あ
り
が
と
う
（
一
年
　
岡
田
　
涼
雅
）�

　
☆
将
来
　
　
　
（
二
年
　
建
井
　
晴
海
）�

第
十
五
回
「
人
権
・
同
和
問
題
」
啓
発
作
文
・
標
語
　
入
選
作
品�

第
十
五
回
「
人
権
・
同
和
問
題
」
啓
発
作
文
・
標
語
　
入
選
作
品�

平
成
二
十
三
年
度�
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　今月は、世間の期待する男女の役割に縛られている自分に驚か

れた「秋の夜長」さん。誰でも似たような経験はあると思います。

　なにげない日常の中で刷り込まれた意識、偏見。男も女もそれ

ぞれの性に特性があり、個人にも得手不得手はあります。それを

踏まえた上でたとえどちらがどんな立場になっても相手を思いや

る優しさはもちたいものですし、世間という名の周りも温かい気

持ちで見守ることが必要ですよね。�

　遠方に住む旧知が突然の病に倒れ、九死に一生を得たのが約２年前。ドクターと家族の懸命な看病

があって、ようやく車いすながら帰宅を許されたのが一年半前だった。それからは車いす生活とはい

っても現実はほとんど寝てばかりの生活。一人ではトイレはもちろん三度の食事も介護を必要とする

状態が続いているらしい。�

　一方、世話をしている家族は長年の仕事を辞め、伴侶の介護にかかりきりの毎日。この頃は食事の

支度が負担になると給食サービスを毎日受けている。料理は以前から苦手で、家の雑用（掃除や洗濯）

も好きではなくて苦労が多いと、先日お見舞いの電話をした折に聞いた。また毎日の介護生活も大変

でストレスがたまるので、週一回のショートステイに行かせるようにしたとも話していた。ショート

ステイの日は一日中、夜まで自由な時間が出来たので、ほぼ毎週、友人を誘い夜遅くまで街に出て気

晴らしをしているとのことであった。�

　さて、この私の古くからの友人が男性（つまりその伴侶は女性）でも、または女性（伴侶は男性）

だとしてもこの話の印象は同じだろうか？実際に別の友人にこの実話を詳しい情報（名前や性別）を

伏せて話したところ、反応は私の評価と全く逆で正直驚いてしまった。つまり、車いす生活の友人の

伴侶が女性なら、家庭の雑用を嫌い、御主人をショートステイに追いやってまで夜の街に繰り出す不

良妻の印象だし、もし介護する伴侶が男性なら、仕事を退職してまで妻の介護にあたる献身的な夫に

なれる可能性が大きい。週一回の夜遊びはたぶん許される範囲なのであろう。�

　男女の役割はそれぞれあり全部同等が良いわけではないと思うが、それにしても世間が期待する男

と女の役割の差は大きく、また気がつかないうちにその期待に縛られている自分に驚いたというわけ

です。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　秋の夜長�

�

　…このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対策室までお

寄せください。�

この頃思うこと�

和い輪いひろば⑲�

人権コーナー�

第37回江府町人権・同和教育研究集会　開催�
と　き　12月13日 午後1時から�
ばしょ　江府町山村開発センター　にて�

講　演　�

講　師　松村　智広さん　　みえ人権教育・啓発研究会代表�

「僕ら生きていますんやで！喜怒哀楽あるでしょ。ところが人権問題、同和問題にな

った瞬間、笑いがどっかいってしまいませんか。そうやとしたらおかしいと思います。�

みなさんのご参加をお待ちしています�

まつ�むら� さと�ひろ�

「あした元気になああした元気になあれ」れ」�「あした元気になあれ」�
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江
府
中
　
人
権
コ
ン
サ
ー
ト�

江
府
小
　
学
習
発
表
会�

　
十
一
月
二
十
日
、
江
府
中
学

校
の
体
育
館
で
、
バ
ン
ド
ゆ
う

に
よ
る
「
親
と
子
で
聴
く
人
権

コ
ン
サ
ー
ト
　
in
　
江
府
中
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
バ
ン
ド
ゆ
う
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
は
、
二
年
ぶ
り
で
す
。�

　
会
場
で
は
、
人
権
に
ま
つ
わ

る
歌
を
熱
唱
。
そ
の
日
コ
ン
サ

ー
ト
を
聞
い
た
生
徒
と
父
兄
は
、

よ
り
一
層
人
権
意
識
が
高
め
ら

れ
ま
し
た
。�

　
十
一
月
十
九
日
、
江
府
小
学
校
で
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
郷
土
学
習
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
劇
な
ど
多
彩
で
、
児
童
た
ち
は

元
気
い
っ
ぱ
い
に
、
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。�

郷土学習　３年生郷土学習　３年生�
「江府町たんけんイッテ「江府町たんけんイッテQ」�
郷土学習　３年生�
「江府町たんけんイッテQ」�

劇　４年生　「宝物はどこだ！」劇　４年生　「宝物はどこだ！」�劇　４年生　「宝物はどこだ！」�

オペレッタ　１年生　「きつねのおきゃくさま」オペレッタ　１年生　「きつねのおきゃくさま」�オペレッタ　１年生　「きつねのおきゃくさま」�劇　６年生　「走れメロス」劇　６年生　「走れメロス」�劇　６年生　「走れメロス」�

郷土学習　５年生　「川はよんでいる」郷土学習　５年生　「川はよんでいる」�郷土学習　５年生　「川はよんでいる」�ミュージカル　２年生　いなかのねずみと町のねずみミュージカル　２年生　いなかのねずみと町のねずみ�ミュージカル　２年生　いなかのねずみと町のねずみ�

バンドゆうの皆さんははるばる熊本から来町�

今回は４人のメンバーで出演�コンサートを熱心に聞く江府中の生徒のみなさん�

・
・�

・
・�
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Hello everyone,�

�

This past month has been pretty uneventful. The weather is getting cold so many of my outdoor 

activities have come to a close. No more beaches or mountain climbing, it is time to stay home and 

stay warm. I have been practicing guitar a lot and my band will be playing at a jinken concert in 

Nichinan on December 3rd. I am still going to dance class on Mondays but the last two weeks I had 

to stay home because of a cold. Winter is approaching fast and I am not happy about it!�

Anyway, I hope you are all enjoying the fall season.�

Until next month,�

�

　みなさん、こんにちは。�

　この一ヶ月間は、特にこれといったことは無く過ぎて行きました。だんだん寒くなり、外で活動す

ることもめっきり少なくなってしまいました。海に行ったり山に登ったりすることも無くなり、家に

いて暖かくしている時期ですね。�

　そんな中で、私はギターの練習を頑張っています。実は、１２月３日に日南町の人権コンサートで

私がやっているバンドが演奏をします。また、毎週月曜日にはダンス教室に通っていますが、ここ２

週間は風邪を引いてしまって家にいなければなりませんでした。冬がもうすぐにやって来ますね。そ

のことを考えるとちょっと憂鬱になります。とにかく、みなさんが、この秋を楽しく過ごされればい

いなと思っています。�

　では、また来月！�

カイル先生のほのぼのコラム⑮

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学校の敷地内にも石碑があります�

熱心に話を聞く４年生�

　
江
府
小
の
四
年
生
は
、
社
会
科
で

「
の
こ
し
た
い
も
の
、
つ
た
え
た
い

も
の
」
と
い
う
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
『
ふ
る
さ
と
れ
き
し
た

ん
け
ん
た
い
』
と
し
て
、
身
近
な
地

域
に
あ
る
、
昔
を
伝
え
る
も
の
を
探

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
地
域
の
歴
史
に
詳
し
い

学
校
お
助
け
隊
の
中
尾
さ
ん
に
、
学

校
周
辺
の
史
跡
な
ど
を
解
説
し
て
頂

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

������������

　
中
尾
さ
ん
は
、
学
校
敷
地
内
に
あ

る
石
碑
や
小
江
尾
の
御
堂
、
周
辺
に

あ
る
碑
や
五
輪
さ
ん
な
ど
、
普
段
見

過
ご
し
が
ち
な
歴
史
を
伝
え
る
も
の

を
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
東
祥
寺
や
江
美
神
社
に

も
出
か
け
、
参
拝
の
仕
方
な
ど
も
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
、
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
、
自
分
の
集
落
に
も
同
じ
よ

う
な
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

関
心
を
深
め
ま
し
た
。�

������������

　
お
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
色
々

な
活
動
も
取
り
れ
て
く
だ
さ
り
、
予

定
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。�

　
学
校
で
は
な
か
な
か
教
え
る
こ
と

の
難
し
い
地
域
の
学
習
に
つ
い
て
も
、

お
助
け
隊
は
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。�

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　
七
五
―
二
二
二
三�
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詳しく保育内容などお知りになりたい方は、保育園にお問い合わせください。�
申込・お問い合わせ先　　　子供の国保育園　75－2704�
　　　　　　　　　　　　　教育委員会事務局　75－2223

平成24年度�

入園の案内�
◇入園対象児�

　　家庭で保育に欠ける就学までの児童�

◇募集定員�

　　150名�

◇開所時間�

　　平　日：７時30分から18時30分�

　　土曜日：７時30分から13時00分�

◇通常保育時間�

　８時00分から16時00分（土曜日は12時00分）�

◇保育料�

　　保護者の平成23年中の所得、税額などにより決定します。�

◇その他�

　　＊障がい児保育を行っていますので、ご相談ください。�

　　＊広域入所児童の受け入れを行っています。�

　　＊同一世帯内児童の同時入所の場合や、多子世帯の児童入所に対して、保育料の軽減を行

　　　っています。�

　　＊一時保育を行っていますので、ご相談ください。�

�

【入園説明会開催予定日】�
　　　日時：２月２日（木）午後０時30分から（受付）�

　　　場所：子供の国保育園�

子供の国保育園　園児募集�子供の国保育園　園児募集�子供の国保育園　園児募集�

【体験入園】�
日時：２月16日（木）午前10時～�

場所：子供の国保育園�

☆各年齢の保育室で、友だちと一緒に遊びましょう。�
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図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ�図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ�図書館からのお知らせ�

　
十
一
月
二
十
七
日
、
運
動
公
園

総
合
体
育
館
に
お
い
て
第
三
十
二

回
江
府
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
、
Ａ
リ
ー
グ
（
九
人

制
）
四
チ
ー
ム
、
Ｂ
リ
ー
グ
（
六

人
制
）
四
チ
ー
ム
の
合
計
八
チ
ー

ム
七
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
大
会
は
Ａ
リ
ー
グ
、
Ｂ
リ
ー
グ

の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
戦
い
、
各
試
合
白
熱
し
た
接
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。�

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

☆
Ａ
リ
ー
グ�

　
優
　
勝
　
貝
　
田
　
チ
ー
ム�

　
準
優
勝
　
佐
　
川
　
チ
ー
ム�

☆
Ｂ
リ
ー
グ�

　
優
　
勝
　
本
町
一
丁
目
チ
ー
ム�

　
準
優
勝
　
連
　
合
　
　
チ
ー
ム�

第
三
十
二
回
江
府
町
民�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
開
催�

第
五
十
回
江
府
町
卓
球
大
会�

　
　
　
　
　
　
（
小
学
生
・
地
域
の
部
）
開
催�

　
十
一
月
六
日
、
運
動
公
園
総
合

体
育
館
に
お
い
て
第
五
十
回
江
府

町
卓
球
大
会
（
小
学
生
・
地
域
の

部
）
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
部

で
は
十
四
名
が
参
加
。
地
域
の
部

で
は
町
内
各
集
落
か
ら
九
チ
ー
ム
、

六
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

�

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

☆
小
学
生
の
部�

　
○
一･

二･

三
年
生�

　
　
優
　
勝
　
浜
田
　
晃
平
さ
ん�

　
　
準
優
勝
　
加
藤
　
怜
生
さ
ん�

　
○
四･

五･

六
年
生�

　
　
優
　
勝
　
浜
田
　
直
明
さ
ん�

　
　
準
優
勝
　
車
　
　
大
輔
さ
ん�

☆
地
域
の
部�

　
○
団
体�

　
　
優
　
勝
　
本
町
一
丁
目
Ａ �

　
　
準
優
勝
　
江
府
中
Ａ�

　
○
一
般
男
子�

　
　
優
　
勝
　
加
藤
　
尚
紀
さ
ん�

　
　
準
優
勝
　
竹
内
　
瑞
貴
さ
ん�

　
○
セ
ミ
シ
ニ
ア
男
子�

　
　
優
　
勝
　
野
口
　
信
也
さ
ん�

　
　
準
優
勝
　
川
上
　
卓
也
さ
ん�

　
○
一
般
女
子�

　
　
優
　
勝
　
遠
藤
加
奈
子
さ
ん�

　
　
準
優
勝
　
吉
川
　
幸
　
さ
ん�

　
○
フ
リ
ー�

　
　
優
　
勝
　
藤
田
　
憲
幸
さ
ん�

　
　
準
優
勝
　
田
口
　
太
洋
さ
ん�

小学生の部　上位入賞者�

地域の部 団体・個人　上位入賞者�

A・Bリーグ上位入賞チーム�

♪江府町立図書館♪�
平日　8：30～19：00�

土日祝　8：45～17：30

開館時間�

TEL　75－2005

年末年始の休館日は�
　　12月29日（木）～1月4日（水）です。�
休館中に図書を返却する場合は、防災・情報センター玄関�
横の「返却ポスト」に入れてください。ビデオ・DVDは故�
障のおそれがありますので、ポストには入れないようにお�
願いいたします。�



14平成23年12月号�

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度�

　
　
　
　
　
先
進
地
視
察
研
修
報
告

　
　
　
　
　
先
進
地
視
察
研
修
報
告�

平
成
二
十
三
年
度�

　
　
　
　
　
先
進
地
視
察
研
修
報
告�

農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより�

審議案件は、全て承認されました。�
１）農地法第３条所有権移転許可申請について　１件�
２）農用地利用集積計画（案）について　　20件�

農業委員会総会（11月）�
12月の農地相談会�

お気軽にご相談ください。�

◎相談日　平成23年12月26日(月)　午後1時30分から�

◎場　所　山村開発センター�

ぐ
じ
ょ
う
し�

　
十
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
、
「
鳥
獣
被

害
対
策
」
に
つ
い
て
岐
阜
県
郡
上
市
和
良
町

宮
地
集
落
の
先
進
地
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。�

　
宮
地
集
落
は
、農
林
水
産
省
主
催
の「
平
成

二
十
二
年
度
鳥
獣
被
害
対
策
優
良
活
動
表
彰｣

に
お
い
て
生
産
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
近
年
、
江
府
町
で
も
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害

が
多
発
し
、
今
年
度
下
安
井
な
ど
五
地
区
が
、

集
落
単
位
で
の
防
止
柵
設
置
を
計
画
し
て
い

ま
す
。�

　
郡
上
市
宮
地
集
落�

　
岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
た
山
間
地

で
、
盆
地
状
の
平
坦
地
に
あ
た
り
ま
す
。
標

高
は
約
三
百
五
十
ｍ
で
、
積
雪
は
多
い
時
で

七
十
〜
八
十
ｍ
だ
と
い
い
ま
す
。�

　
農
地
は
平
坦
で
川
沿
い
に
ま
と
ま
っ
て
お

り
、
圃
場
整
備
済
で
条
件
は
良
好
の
よ
う
で

し
た
。
（
悪
い
と
す
れ
ば
獣
害
被
害
と
い
う

こ
と
ら
し
い
。
）
集
落
戸
数
五
十
二
戸
の
う

ち
水
稲
生
産
農
家
は
二
十
一
戸
、
畜
産
農
家

が
二
戸
と
い
う
状
況
で
す
。�

　
「
猪
・
鹿
・
猿
の
三
獣
の
里
」�

　
宮
地
集
落
中
山
間
協
定
の
大
野
代
表
（
元

Ｊ
Ａ
の
畜
産
課
長
）
と
宮
地
農
事
組
合
長
の

酒
井
さ
ん(

現
岐
阜
県
農
政
部
鳥
獣
対
策
監)

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
県
職
員
や
Ｊ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
集
落
を
牽
引
し
て
い
る
わ
け
で
、

優
秀
な
集
落
リ
―
ダ
ー

の
存
在
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
再
認
識
さ
れ
ま

し
た
。�

　
郡
上
市
全
体
の
数
値

で
す
が
年
間
駆
除
が
イ

ノ
シ
シ
約
二
百
頭
、
シ

カ
で
約
千
頭
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
で
も
駆
除
し

き
れ
な
い
と
い
う
。
「
猪
・
鹿
・
猿
の
三
獣

の
里
」
だ
と
い
と
こ
と
で
、
桁
違
い
の
被
害

状
況
に
驚
き
ま
し
た
。�

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
活
用�

　
中
山
間
直
接
支
払
事
業
に
取
組
み
、
集
落

協
定
に
個
人
配
分
は
せ

ず
、
全
額
共
同
取
組
活

動
費
に
回
し
て
い
ま
す
。

（
緩
傾
斜
地
の
た
め
反

当
り
八
千
円
、
集
落
合

計
で
約
百
六
十
万
円
）

こ
の
活
動
費
の
大
半
で

獣
害
防
止
対
策
を
実
施
し
、
非
農
家
を
含
め

た
全
戸
が
参
加
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
当
初
は
、
電
気
柵
の
設
置
か
ら
始
ま
っ
た

が
充
分
で
な
く
、
毎
年
の
設
置
と
撤
去
や
草

刈
等
の
管
理
が
大
変
な
た
め
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
の
設
置
へ
転
換
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。�

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
だ
け
で
な
く
急
増
し
て

い
る
シ
カ
、
サ
ル
の
対
応
に
も
迫
ら
れ
て
改

良
を
進
め
、
高
さ
一
ｍ
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ

ュ
に
加
え
て
Ｆ
Ｒ
Ｐ
支
柱
に
高
張
力
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
線
を
張
り
、
高
さ
二
・
四
ｍ
の
防

護
柵
と
し
ま
し
た
。
柵
の
設
置
場
所
に
は
事

前
に
幅
一
ｍ
の
防
草
シ
ー
ト
を
張
り
雑
草
対

策
も
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
集
落
全
体
を
囲
ん
だ
う
え
に
、
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
更
に
設
置
さ
れ
、
徹
底
し
た

対
策
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
防
護
柵
設
置
の
効
果�

　
設
置
後
、
被
害
は
十
分
の
一
に
低
下
し
た

そ
う
で
す
。
資
材
費
は
、
百
ｍ
当
り
、
十
一

〜
十
二
万
円
程
度
と
安
価
で
で
き
、
設
置
作

業
は
共
同
で
の
住
民
施
工
で
行
わ
れ
、
人
件

費
は
支
払
わ
れ
な
い
そ
う
で
す
。�

　
よ
っ
て
、
設
置
経
費
が
安
価
で
耐
雪
性
も

あ
り
、
周
年
設
置
が
可
能
で
、
草
刈
等
維
持

管
理
も
格
段
に
軽
減
で
き
た
そ
う
で
す
。�

　
ま
と
め�

　
視
察
地
の
鳥
獣
被
害
は
甚
大
な
も
の
で
あ

り
、
被
害
の
程
度
が
本
町
と
全
く
違
う
の
で
、

技
術
を
そ
の
ま
ま
取
入
れ
る
必
要
は
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
自
力
で
施
工
で
き
周
年
設

置
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
高
さ
一
ｍ
の
ワ
イ
ヤ

ー
メ
ッ
シ
ュ
の
防
止
柵
は
有
効
で
期
待
で
き

る
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
そ
の
他
の
集
落
協
定
活
動
と
し
て
、
農
道

法
面
へ
の
抑
草
ネ
ッ
ト
の
設
置
、
水
田
畦
畔

へ
の
防
草
シ
ー
ト
の
設
置
が
進
め
ら
れ
、
維

持
管
理
労
力
の
軽
減
に
よ
り
耕
作
放
棄
対
策

に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
江
府
町
で
も
、

畦
畔
の
小
さ
い
場
所
等
に
今
後
検
討
し
て
は

ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
。�

　
な
お
、
今
回
の
獣
害
防
止
柵
等
に
関
す
る

資
料
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。�
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消費者川柳を募集します�

「あなたの川柳で消費者被害撲滅！」�

　鳥取県日野地区連携・共同協議会「消費者行政チーム」では、日野郡内において消費者被害防止と消

費者の自立に向け、「消費者川柳」を募集します。�

　応募作品は、鳥取県日野地区連携・共同協議会にて優秀作品を選考し、今後作成予定の消費者被害を

防止、啓発するためのパンフレットに掲載する予定です。�

　お子様から年配の方まで、どなたでもふるって応募してください。たくさんの投稿を、お待ちしてい

ます。�

応募・お問い合わせ先�
〒689-4401　鳥取県日野郡江府町江尾475　江府町役場　町民生活課�
　　　　　　（鳥取県日野地区連携・共同協議会「消費者行政チーム」）�
　　　　　　 TEL　(0859)75－3223　FAX　(0859)75－2389

1．応募要領�

　官製ハガキまたはA4版の用紙に、①住所（もしくは勤務先）、②氏名、③電話番号、④ペンネーム、

　⑤消費者川柳と作品についてのコメントを記入の上、郵送もしくは江府町役場までご持参ください。�

�

2．応募資格�

　日野郡にお住まい、もしくはお勤めの方�

�

3．題　材�

　日頃の消費生活注における情景、悪質商法注の被害や手口への風刺など。�

　注：消費生活とは、日常生活している中で、食物や服・サービスなどにお金を支払っていること全てを言

　　　います（企業や団体員としての売買は除く）。また、悪質商法とは、これらの販売に際して悪意を持

　　　ち、意図的に購入者の意識を変えて購入者に損害を与える商業方法を言います。�

�

4．応募締切�

　平成24年3月30日（水）午後5時必着�

�

5．採　用�

　★日野地区連携・共同協議会「消費者行政チーム」にて審査の上、採用作品について

　　は表彰をします。なお、採用された川柳の著作権は、全て鳥取県日野地区連携・共同協議会「消費

　　者行政チーム」に帰属させていただきます。�

　★また、作品を掲載する際はペンネームを使用します。�

　★既に公表されている川柳と同じであることが分かった場合は、採用を取りやめさせて頂きます。�

（
例
）
還
付
金�

　
　
　
よ
ろ
こ
び
つ
か
の
間�

　
　
　
　
　
　
　
だ
ま
さ
れ
た�



平成24年経済センサスにご協力を！�

16平成23年12月号�

○日　　時：平成24年１月24日（火）�

　　　　　　午前：学科試験、午後：実技試験�

○試験会場：伯耆しあわせの郷�

○受験手数料：9,040円�

　　　　　　（別途試験用のふぐ代金が必要）�

○願書受付期間：平成23年12月15日（木）�

　　　　　　から26日（月）必着�

【問い合わせ】�

　西部総合事務所生活環境局�

　（電話0859－31－9321）�

平成23年度ふぐ処理師試験�

年末年始の閉庁・休館・休業について�

江府町役場�
江府町総合健康福祉センター�
江府町教育委員会�
子供の国保育園�
江府町老人福祉センター�
江府町防災情報センター�
江尾診療所�
江府町運動公園�
江府町立図書館�
し尿処理施設　清化園�
ごみ処理施設クリーンセンターくぬぎの森�
リサイクルプラザ�
くみ取り業者　いづはら�
江府町営バス�
国道路線バス(日ノ丸自動車)�
ＪＲ西日本（米子支社管内）�

施 設 名 等 �
12月29日(木) 12月30日

（金）�
12月31日
（土）�

１月２日
（月）�

１月３日
（火）�

１月４日
（水）�

１月５日
（木）�

元旦�
（日）�午前� 午後�

休診�

休業�

閉館�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

休業�

休業�

休業�

休業�

運休�運休�

年末年始ダイヤで運行�

休業�

休園�

閉庁�

閉庁�

閉庁�

休園�

休診�

閉館�

閉館�

閉館�

休業�

休業�

年末年始ダイヤで運行�

問合せ先�
電話番号�

75-2211�

75-6111�

75-2223�

75-2704�

75-2942�

町公民館75-2005�

75-2055�

75-3229�

75-2005�

75-2224�

74-0333�

0859-68-4071�

75-3701

空欄は、通常業務を行っています。�

※年末年始のごみ収集は分別収集カレンダーをご覧下さい。�

※役場では、閉庁日でも死亡届などを受理します。�

　「経済の国勢調査」です。全国のすべ

ての企業・全ての事業所が対象です。�

　調査表は平成24年１月末日までにお届

けします。�

２月１日（水）以降に提出をお願いします。�

■この調査は、統計法に基づく基幹統計調査で、調査票

　に記入して提出する義務があります。�

■提出された内容は、統計作成の目的以外（税の資料な

　ど）には絶対に使用しません。�

【問い合わせ】総務課（電話75－2211）�

　来年4月入校の生徒（41歳以下の若年者）

を募集します。就職率100パーセントの「自

動車整備科」、住環境や建築リフォームを

提案する「設計・インテリア科」、デザイ

ナーを育成する「デザイン科」が対象です。�

○募集受付期間：平成24年１月４日（水）�

　　　　　　　　から２月３日（金）まで�

○募集日程：�

　・入校選考：平成24年２月15日（水）�

　・入 校 日：平成24年４月10日（火）�

【問い合わせ】�

　鳥取県立米子高等技術専門校�

　（電話0859－24－0372）�

県立米子高等技術専門校平成24年度普通課程訓練生募集�

定員�訓練科名� 訓練期間�

16名�

12名�自動車整備科�
２級ガソリン自動車整備士�
２級ジーゼル自動車整備士�
アーク溶接特別教育�

インテリアコーディネータ�
福祉住環境コーディネータ�
ＣＡＤトレース技能審査�

色彩検定　３級以上�
Ｗebクリエイター検定初級�

設計・インテリア科�

主な資格取得等�

デザイン科� 12名�

１年�

２年�

１年�

町営バス営業所�
75-3388
米子支店�

0859-32-2121
運輸課�

0859-32-8057



　労使ネットとっとり（個別労使紛争解決支援センター）

では、労働に関する様々な問題について、労働問題に詳

しい労働委員会の委員が無料で相談に応じます。�

■日　　時：①平成23年12月14日（水）�

　　　　　　②平成24年１月11日（水）�

　　　　　　時間は午後3時30分から5時まで（共通）�

■場　　所：労使ネットとっとり（県庁第二庁舎７階）�

■対 象 者：事業主や労働者（正規、パート不問）�

■相談内容：解雇、退職、賃金未払い、労働時間な�

■予約方法：開会日の前日、午後5時15分までに予約の

　　　　　　連絡をしてください。�

【予約・問い合わせ】�

　労使ネットとっとり�

　通話無料（電話0120－77－6010）�

労働相談会(相談無料・要予約)

　文部科学省所管の　国際青少年研修協会では、海外体

験を通して、お互いの理解や交流を深め、国際性を養う

研修の参加者を募集します。引率リーダーが同行します。�

○参 加 費：29.8～43.8万円�

○派 遣 先：米国・英国・豪州・カナダなど�

○内　　容：ホームステイ、ボランティア、文化交流、

　　　　　　英語体験など�

○日　　程：平成24年3月25日(日)～４月５日(木)�

　　　　　　10日～12日間（事業により異なります）�

○申込締切：平成24年2月6日（月）�

【問い合わせ】�

　　国際青少年研修協会�

　（電話03－6459－4661）�

春休み海外派遣参加者募集�
（小学生～高校生対象）�

冬の省エネルギー対策のお願いについて�
～ＷＡＲＭ　ＢＩＺ（ウオームビズ）のすすめ～�

17 平成23年12月号�

江府町特産物直売所みちくさ晦日市�

　年内は12月29日(木)まで通常営業をおこない、新

年１月６日(金)の初売りまで休業となります。�

　なお冬期間(４月12日(木)まで)は毎週金・土・日

の3日間の営業で時間も午前9時～午後３時となり

ますのでご注意ください。�

問い合せ先　佐川「みちくさ」電話75－2032

○日　時　平成23年12月25日(日)午前９時～午後５時�

○場　所　江府町特産物直売所「みちくさ」�

○特　典　来場者にはとれたて野菜たっぷりの�

　　　　　美味しい豚汁大サービス�

◎年末年始の営業について�

お正月にかかせない｢お餅｣｢しめ縄｣�
　　　　　　新鮮野菜盛りだくさん!! 　鳥取の自然が育んだ希少な生き物は「ふるさとの

宝」。巻頭特集では、時代や環境の変化で消えそう

になる灯をつなぎ止め、未来に残そうと奮闘する人々

の姿を追います。�

　特集では、地域の素材を生かした「どぶろく醸造」

で盛り上がる伯耆町福岡地区にスポットを当てまし

た。�

■取扱場所／県内の主な書店など�

■定　　価／１部300円（税込）�

■発　　行／年４回（3，6，9，12月）�

【問合せ先】�

鳥取県広報連絡協議会(県庁内）�

電話0857－26－7086

鳥取県の総合情報誌『とっとりNOW』好評発売中�
鳥取県の旬な話題満載！�

92号（12月１日発行）好評発売中�

ほうき�ちょう�ふくおか�

食　食べ物に工夫を�
・みんなで鍋を囲んで。体も部屋も暖かく�

・体を温める食材(根菜類やショウガなど)を取り入れて�

・一日の始まりは“朝食”にあり。しっかり摂りましょう�

�

住　住まいに工夫を�
・窓やドア付近の防寒対策�

・暖房に頼りすぎず道具や小物で�

・体感温度を上げ、適度な湿度を保ちましょう�

�

環境省資源エネルギー庁鳥取県生活環境部�

室内温度は適正に�
（家庭20度以下、職場は19度以下）�
　冬場は、暖房器具による電力消費が大きくなります。�

　節電に取り組むとともに、一人ひとりが、昔からの知

恵と現代の工夫を取り入れて、楽しみながら“省エネ”

に取り組みましょう。�

�

衣　衣類に工夫を�
・首、手首、足首を温めよう�

・機能性素材の衣類や腹巻などで温かく�

・マフラーやストールで「オシャレ」に着こなし�



ハローワークハローワークからから求人情報求人情報�ハローワークから求人情報�

●求人情報・採用に関することなどは米子公共職業安定所�
根雨出張所 (電話72-0065) へ連絡して下さい。�

ハローワークから求人情報�

●広域隣保活動・児童館事業の参加希望者は、本五集会所（７５－２６２４）へ連絡して下さい。�

江府町人権同和問題啓発標語�

江府小学校５年　長　岡　遼　真　いじめなし　人にやさしい　江府町�
江府小学校５年　高　木　晃　汰　人権は　みんなの宝　大切に�

学校名、学年は応募があった平成22年度時点で掲載しています。�

行� あ� こ�事� れ� れ�
都合により、日程が変更される場合があります。� １月�12月�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

12�

�

13�

�

14�

�

15�

�

�

16�

�

17�

18�

19�

�

20�

�

21�

�

22�

�
�

23�
�

24�

25�
�

26�
�

27�

28�

29�

30�

31

月�

�

火�

�

水�

�

木�

�

�

金�

�

土�

日�

月�

�

火�

�

水�

�

木�

�
�

金�
�

土�

日�
�

月�
�

火�

水�

木�

金�

土�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

山村開発センター�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

江尾診療所�

防災・情報センター�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

江府小学校体育館�

�

奥大山スキー場�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

防災・情報センター�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

江府小・江府中�

防災・情報センター�

�

防災・情報センター�

�

�

山村開発センター�

本町五丁目集会所�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

13：30～15：30�

13：00～14：10�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

�

9：30～15：00�

�

14：00～15：30�

18：30～20：30�

�

10：30～�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

13：30～15：30�

19：00～21：00�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

�

19：00～20：30�

�

15：00～17：00�

�

�

13：30～16：00�

19：00～20：30

公民館講座（絵手紙・油絵）�

ふれあいデー�

公民館講座（パッチワーク）�

江府町人権・同和教育研究集会�

公民館講座（書道）�

ふれあいデー�

もの忘れ外来�

明徳学園�

赤ちゃん健診・ＢＣＧ予防接種�

公民館講座（フラダンス）�

奥大山ぶなの森クラブ・バレーボール教室�

�

江府町スキー場開き�

公民館講座（墨彩画）�

ふれあいデー�

公民館講座（写真）�

小地域懇談会反省会�

公民館講座（樹脂粘土）�

ふれあいデー�

江府小・江府中２学期終業式�

公民館講座（ヒップホップ）�

天皇誕生日�

公民館講座（いけばな）�

�

�

農地相談会�

広域隣保活動（生花教室）�

受付�
13：00～16：00

受付�
13：00～13：30

18平成23年12月号�

　安全祈願祭のあと宝探しなどのイベントを行います。�
当日は、午後１時から４時までリフト無料開放します。
（積雪のない場合は中止となります）�
皆さん、お誘い合わせのうえお出かけください。�
【問い合わせ】　産業振興課（電話75－3222）�

江府町スキー場開き�

運動の重点�

○高齢者と子どもの交通事故被害の防止�

○飲酒運転の根絶�

○夕暮れ時と夜間の走行中・自転車乗用中の交通事故

　防止�

○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正

　しい着用の徹底�

ゆずり合う　ゆとりと笑顔　防ぐ事故�

【12月13日（火）～12月22日（木）】�

年末の交通安全県民運動�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�
�

10�
�

11�
�

12�
�

13�

14�

15

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�
�

火�
�

水�
�

木�
�

金�

土�

日�

元旦�

振替休日�

新春マラソン�

�

もの忘れ外来�

�

�

江府町成人式�

成人の日�

江府小・江府中３学期始業式�

ふれあいデー�

人権・行政相談所�

家族の会�

ふれあいデー�

ぼちぼち倶楽部�

�

�

江尾駅前�

�

江尾診療所�

�

�

山村開発センター・日輪閣�

�

江府小・江府中�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

�

�

9：30～12：00�

�

�

�

�

12：30～16：00�

�

�

10：00～11：30�

9：00～12：00�

10：00～12：00�

10：00～11：30�

13：30～15：30

受付�
13：00～16：00

◇日時：12月18日（日）　10時30分から�
◇場所：奥大山スキー場�



《12月の納税は》�

・町 県 民 税 ４ 期�
・国民健康保険税７期�
・介護保険料７期�
・後期高齢者医療保険料６期�

�

�

◎ご結婚を祝します�

各務　裕之　下蚊屋�

加藤　美香　米子市から�

篠田　宏治　小江尾�

平井　信子　松江市から�

吉村　和宏　佐川�

瀬島　　優　半の上から�

加藤　周二　武庫�

山根千恵子　米子市から�

清水　隆弥　小江尾�

平井絵梨香　大山町から�

◎お誕生おめでとう�

(住　所）　（氏　名）　（性別）（保護者）�

貝　田　森田　歩乃　男　　 真一�

宮　市　長岡　幸奈　女　　 達也�

洲河崎　佐々木　颯　男　　 弘一�

洲河崎　佐々木　楓　女　　 弘一�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

日の詰　加藤貴美枝　94歳　　雅康�

新　道　大谷　直江　82歳　　  正�

佐　川　宮本　コト　88歳　　淺男�

袋　原　清水　祐右　66歳　　�子�

納期限は12月26日(月)です。�
（口座振替は12月26日）�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　2,123日　（12月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　  　   53日　（12月１日現在）�

ご　寄　付�

納付期限�
12月分　�
平成24年１月31日まで�
　日本年金機構から送られ�

ている納付書を添えて金融機�

関でお支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上�

記期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（11月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　宮　市　河上　滋彦　本人退院�

　　杉　谷　末次　充子　本人退院�

◎香典返しとして�

　　新　道　大谷　芳男　母直江死去�

訂正とお詫び�
　11月号の火災ゼロ継続日数欄に誤り
がありました。訂正してお詫びします。�
（正）23日　（誤）81日�

町の人口　3,451人（±０）�

男　1,607人（－１）�

女　1,844人（＋１）�

�

世帯数　1,132世帯（＋１）�

�

11月末現在（　　）は前月比�

11月届�
（敬称略）�

人の動き�

19 平成23年12月号�

）�
）�
）�
）�
）�

とっとりバーガーフェスタvol.3のお礼�
（10月8日、9日開催）�

　大会前に襲来した台風12号により、

奥大山会場は中止となり、大山寺博労

座のみの開催となりました。本町から、

おかもと旅館の「奥大山おこわ飯バー

ガー」が出店。２日間とも“売り切れ”

と好評でした。延べ来場者が３万９千人。

本町からも多くの方々にお越しいただき、本当にありがとうございま

した。�

　このイベントは、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじ助成金

で実施されました。�

平成24年　成人式のご案内�

　来春、成人の日を迎えられるみなさん、おめでとうございます。�

　江府町では、このたびささやかですが成人式を計画いたしましたの

で、ご案内とともにお送りした葉書により、12月14日（水）までに
出欠をお知らせください。�

多くの方の出席をお待ちしています。�

【申込み・問い合わせ】教育委員会　社会教育室　（電話75－2005）�

チャリティー�
バザーのお礼�

　11月5日のチャリティーバザ

ーには、皆様のご協力をいただ

き89,750円の収益となりました。�

収益金は、鳥取県共同募金会を

通じ、町内の福祉事業に活用さ

せていただきます。�

　ご協力いただきました町民の

皆様に熱くお礼を申し上げます。�

今後ともご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。�

　　　共同募金会江府町支部�

放送大学学生募集�
平成24年度１学期（4月入学）�
　放送大学は、テレビなどの放

送を利用して授業を行う通信制

の大学です。�

科目：�

　心理学、福祉、経済、歴史など�

出願受付期間：�

　平成24年2月29日（水）�

◎詳しい資料を無料でお送りし

ます。お気軽にお問い合わせく

ださい。�

【問い合わせ先】�

　放送大学鳥取学習センター�

　電話0857－37－2351

○日時：平成24年１月８日（日）　午後０時30分受付開始�

○場所：江府町山村開発センター�

�



江
府
町
　
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
し
お
り
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他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う�

町
長
後

町
長
後
記�

町
長
後
記�

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。�

　
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

年
末
年
始
に
か
け
て
、
県
西
部
を
中
心

と
し
た
豪
雪
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
家
屋
等
の
雪
害
が
発
生
し
、

「
豪
雪
緊
急
支
援
事
業
」
制
度
を
設
け

災
害
復
興
支
援
を
行
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
四
名
の
尊
い
命
を
失
っ
た
奥

大
山
ス
キ
ー
場
事
故
。
犠
牲
と
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と

と
も
に
、
悲
惨
な
事
故
が
二
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
施
設
の
安
全
対
策
や
体

制
整
備
に
努
め
て
お
り
ま
す
。�

　
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
、
九

月
二
・
三
日
に
襲
来
し
た
台
風
十
二
号

災
害
で
は
、
自
然
災
害
の
恐
怖
と
災
害

へ
の
備
え
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
し

ま
し
た
。�

　
十
月
第
一
日
曜
日
を
「
江
府
町
防
災

の
日
」
と
定
め
、
十
月
二
日
の
町
内
一

斉
訓
練
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
防
第
一
分
団

の
県
大
会
二
連
覇
の
活
躍
は
、
有
事
の

際
に
救
援
い
た
だ
く
団
体
と
し
て
大
変

心
強
く
感
じ
ま
し
た
。�

　
小
中
学
生
も
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
、
江
府
中
吹
奏
楽
は
中
国
大
会
で
銀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
西
ノ
島
町
と
の
姉
妹
町
三
十
二
年
の

交
流
。
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
ミ
ニ
フ
ェ

ス
タ
＠
奥
大
山
で
の
応
援
い
た
だ
い
た

こ
と
。
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
で

の
皆
さ
ん
か
ら
の
多
く
の
支
援
。
「
助

け
合
い
」
と
「
絆
」
を
実
感
し
た
年
で

し
た
。�

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
健
康
に
ご
留
意
い

た
だ
き
ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。�

　11月9日、秋季全国火災予防運動にあわせ、子供の国保育園児による防火パレードが江尾地区で行われ

ました。法被（はっぴ）姿の園児たちは、大きな声で「火の用心、出るとき・寝るとき火の用心」と拍子

木を打ち鳴らしながら、新町１丁目から本町1丁目まで練り歩きました。�

　これからの時期、暖房など火を使う機会が多くなります。火の取扱いや消し忘れに十分注意をしてくだ

さい。また、火の近くに、燃えやすい物を置かないようにしましょう。�

『消したはず　決めつけないで　もう一度』『消したはず　決めつけないで　もう一度』�『消したはず　決めつけないで　もう一度』『消したはず　決めつけないで　もう一度』�『消したはず　決めつけないで　もう一度』�


